
 

 

 

 

 

  令和 4 年の幕開けも束の間、新型コロナ感染症の大流行と大雪に見舞われ、気が抜けない生活が続いています。そ

んな中ですが、子ども達は近年まれにみるフカフカの雪と戯れて、雪だるま作り、そり、歩くスキー、スノーシューなどに取

り組み、笑顔いっぱい元気いっぱいに過ごしています。 

  さて、まもなく今年度も終わりを迎えます。4 月からは、おしま学園分校はコミュニティ・スクールがスタートします。これ

まで、関係者の皆様といっしょに考えてきたおしま学園分校のコミュニティ・スクールです。これまでの準備期間を経て、先

日、おしま学園分校で最後の研修会を行いました。新型コロナ感染症対策として、直接意見を交流することは実施せず、

これまでの研修会を振り返り、タブレットを使いながら意見を集約しました。今回の通信では、その際にいただいた意見を

お知らせします。 

 

  

 

 

   

  2 つのテーマに沿って意見集約を行いまし

た。1つ目「おしま学園分校のコミュニティ・スク

ール（以下、CS）でどんなことを考えていくと良

いのか、どんな CS だと良いのか？」テーマの

もと、CS の在り方について、考えました。出さ

れた意見をご紹介します。 

 

【分校に対する理解を深める CS】 

  ・子供たちの姿を見てもらいたい 

  ・地域の方に学校に来てもらいたい 

【地域貢献や学習活動の充実を目指す CS】 

  ・子供たちに地域に役立つ活動をさせたい 

  ・子供たちの日常の経験不足を解消したい 

  ・地域資源を活用したい 

【教員にとっても価値のある CS】 

  ・教員ができない事を教えてほしい 

【一緒に考え創り上げる CS】 

  ・多くのことを担当者だけじゃなく、みんなで話したい 

  ・色々な情報交換をしたい 

【持続可能な CS】 

  ・地域にとっても、学校にとっても負担にならない 

  ・お互いに気に掛け合える存在に 

  ・長く続けていきたい 
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意見をまとめると、図のような CS がイメージすることができます。 



  2つ目のテーマは「②各学部の活動を実現させるために、どんな手続きや準備が必要？」でした。地域と連携した学習

活動を展開させるために、以下の取組を次年度から実施したいと考えています。（詳細については、随時お知らせ、ご相

談させていただきます。） 

   

 

 

 

 

  各学部の児童生徒の発達段階に応じた地域との連携した学習を実現させるために、必要な取組等について意見集約

を行いました。挙げられた意見をもとに、児童生徒にとって価値のある学習になるよう、準備を進めていきたいと考えてい

ます。 

 

①交流に必要な事項を身に付ける 

  ～児童生徒に挨拶や気持ちの伝え方などの基本的な事項について身に付けておく 

②地域と学校がお互いに知る 

  ～当別地区のこと、小学校や中学校の取組、町内会の取組、町内会の皆さんのこと、障がいのこと、学校   

   のことをお互いに知る 

③参加者、使用する物品等について 

  ～時期、場所、物品、参加者などを具体的に決定していく 

④お互いに無理のない活動にする 

  ～理想と現実を分けて具体的なプランを考える、一定の枠組みの中で活動を行う、情報共有 

⑤参加しやすい取組 

  ～前年度のうちに活動予定を知らせる、看板等の作成を行い活動について広く知らせる 

 

  今回の研修会では、熟議（話し合い）を行うことができず、意見を深めることができませんでした。しかし、そのような中

でも、これまでの研修会の結果をふまえ、具体的な意見が多く挙げられていました。貴重なご意見ありがとうございました。 

  おしま学園分校にとって、新しくそして大切な取組を春からスタートさせようと準備を進めています。手探りな状況から

のスタートで、まだまだ情報収集もしっかり行えていない状況にあります。今回挙げられた意見、これまでの 3 回の研修

会で話し合われた意見をもとに、学校運営協議会の中で熟議を重ね、地域の皆さんや保護者の皆さんと一緒に、コツコ

ツとおしま学園分校らしい CSを創り上げていきたいと考えております。今後とも、どうぞよろしくお願いしたします。 

 

 

  皆さんの特技を、おしま学園分校の児童生徒や教員にご披露していただけませんか？ 

  

  例えば、、、楽器演奏、ダンス、球技、体操、イラスト、絵画、手芸、織物、染物、野菜作り、生け花、化学実験、工作、 

         木工、陶芸、掃除、料理、パソコン、、、、、などなど 

  

  児童生徒にとって、これまでに経験することが難しかったことに挑戦する機会となり、興味関心を広げることができます。 

  各分野の”名人先生”として、ぜひお力をお貸しください‼ 

   

  詳細については、学校（0138-75-2717）までご連絡をお願いします。 

 

小学部：ゲストティーチャーと一緒に 

中学部：花いっぱい運動を地域住民と一緒に 

高等部：海浜清掃やバス停清掃を地域住民と一緒に 


